
慰霊祭と改修工事の必要性

慰霊塔は本校創立６５周年記念事業として昭和３７
年１０月に建立（当時、國行惣助会長）された。同
窓会は、現在に至るまで毎年１０月には慰霊祭を挙
行し、その年に亡くなられた卒業生や旧教職員を、
学校長、在校生、同窓生有志とともに慰霊してきた。

それまでは神式で行われてきた慰霊祭は、創立
100周年（平成９年）を機に無宗教化して現在に
至っている。

建立されてから６０年を経過してもデザインは決
して古びないが、さすがに周囲のレンガ、コンク
リートはひびわれ、周囲の生垣も枯れたり、整備に
手がかかるようになってきている。また、生花を手
向ける場合も、小さいものつまずくおそれのある段
差があり、バリアフリー化が必要である。
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段差あり躓く

ひび割れ

植木で草刈り
しにくい

植木で草刈り
しにくい

垣根、一部枯
れ、下草除草
苦労多い

狭く、車椅
子Uターン
付加

段差あり！
タイル欠けて
転倒の危険

慰霊塔付近の現況
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レンガ枠の割れ、ヒビ、崩落、汚れ等
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手入れが大変、危険

手入れ、刺
危険

防草シート＋
玉砂利でも草
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植木と草刈り
残暑の中、
５名で半日

植木と草刈り
残暑の中、
５名で半日

植木と草刈り
残暑の中、
５名で半日資料３



慰霊塔のバリアフリー改修工事

• １期工事： 令和３年１１月～１２月

• ２期工事： 令和４年５月～７月

慰霊塔及び付近の敷地は、国有財産であることから
改修工事を行う場合、同窓会が直接工事を発注し実
施はできない。

同窓会としては、業者とデザインや工事期間、工
事内容を協議後、見積額に相当分を学校に寄付し、
学校がその企画を発注することになる。

希望企画に沿った工事を進めるにあたり、入札を
避け、指名業者に工事を実施させるため、ルール上
工事費250万円を超えない必要がある。

工事を年度をまたぐ２期に分け、それぞれが工事
費がルール内となるように企画した。
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プランA：

周囲の生垣はすべて撤去する。

1）朽ちた周囲のレンガ塀を撤去し、コンクリートブ
ロックで覆う。周囲はアルミ製のフェンスを設ける。
前面のフェンスは鋳物製で慰霊塔としてのデザイン
性を考慮した。

2）前面間口は倍に拡幅し、段差を車いすで慰霊して
も旋回して退席できるようにした。

3）前面間口には広幅タイルを敷き、段差をなくす。
レベルは水はけを考慮する。

4）慰霊塔付近は下地コンクリートとし、その上に玉
砂利を置く。周囲は防草を考慮した人工芝を敷設。

5）慰霊塔周囲はコンクリート化し、周囲のブロック
はところどころ水はけ穴を設ける。
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プランA
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プランB：

周囲の生垣はすべて撤去する。

1）朽ちた周囲のレンガ塀を撤去し、コンクリートブ
ロックで覆う。周囲はアルミ製のフェンスを設ける。
前面のフェンスは一部アルミ製で、慰霊塔としての
デザイン性を考慮した。

2）前面間口は倍に拡幅し、段差を車いすで慰霊して
も旋回して退席できるようにした。

3）前面間口には広幅タイルを敷き、段差をなくす。
レベルは水はけを考慮する。

4）慰霊塔付近は下地コンクリートとし、その上に玉
砂利を置く。

5）慰霊塔周囲は、全面人工芝とする。
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プランB
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